



































































































































































































































































































































































元の思想　大乗仏教の真髄を読み解く』（NHK出版、二〇一一年）第 2 章第 1 ～
3 節と、拙著『さとりと日本人』（ぷねうま舎、二〇一七年）終章の論旨を略述
したものである。参考文献や註も含め詳細については、両拙著を参照いただけ
れば幸いである。
【注】
1 　大久保道舟編『道元禅師全集』上、筑摩書房、昭和四四年、七頁を意味する。
以下、同じ。ただし、諸本を参考にして校訂するとともに、字体、段落分
けなど表記を一部改変した。
2 　この「愛惜」「棄嫌」については、古来、解釈が大きく分かれている。一つは、
両者を克服すべき煩悩、執着として捉える見方で、もう一つは、迷悟一如
として両者を、迷いでありつつも、愛憎の底に愛憎を超える「如是の実相」
と見る見方である。内容的な面からの解釈は本文に譲るとして、文脈的にも、
この直後に、「迷を大悟するは諸仏なり」と、迷が肯定的に語られることを
考慮すると、後者の解釈が妥当と思われる。
3 　分節の相対性、偶然性について、道元は、『正法眼蔵』「山水経」巻などで
は一水四見を手がかりにして説明する。なお、分節─無分節に関する議論
については、井筒俊彦『意識と本質』（岩波書店、一九八三年）を参考にした。
4 　「菩提薩埵四摂法」巻は六十巻本『正法眼蔵』にのみ含まれる巻であり、
七十五巻本、十二巻本には入っていない。このことが何を意味するのかに
ついては、『正法眼蔵』の成立と併せて考える必要がある。
　『正法眼蔵』の成立については、諸説が行われており（七十五巻本・十二
巻本道元親集説、六十巻本・七十五巻本・十二巻本親集説〔ただしその成
立順序についても諸説がある〕、十二巻本限定親集説、七十五巻本詮慧編集
説など）、それと連動して、六十巻本の位置付けについても定説と呼べるも
のはない。六十巻本編者についても、義雲編集説、道元親集説などがある。
‒ 80 ‒
河村孝道氏は、六十巻本親集説の立場から、先に六十巻本が成立し、その
後でそこから取捨し書き足して七十五巻本と十二巻本とが成立したとする。
この説を承ければ、七十五巻本の特徴をなす逆説的な表現や、真理の世界
への哲学的参究が後景に退き、平易に仏教者の当為を述べるなど、啓蒙的
色合いの濃い「菩提薩埵四摂法」が、七十五巻本から除かれたのは首肯で
きる。さらに河村氏は「所謂75巻・12巻親輯本中に『法華転法華』『四摂法』
が編入されていないとしても何等不思議ではあるまい。道元禅師御存命な
らば、当然に其等の諸巻は修訂吟味を経て12巻本に続くものとして輯録編
成せられるものと考えられる」（「『正法眼蔵』成立の諸問題（四）─60巻本『正
法眼蔵』を遶つて（ 1 ）─」、印度學佛教學研究二一巻二号、一九七三年）
と述べている。
5 　『正法眼蔵』「発無上心」巻で道元は、「明星出現の時、我と大地有情と同時
に成道す」という言葉に基づき、世界と自己とが同時に発心し、修行し、
悟ると主張している（同五二八─五二九頁）。
